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はじめに 

 

1． 調査の背景 

 

（１） 調査分野の現状 

 

フィリピン共和国セブ市は、近年安定かつ高度な経済成長を実現している。それに伴い

都市で排出される廃棄物が急増し、最終処分先の課題が顕在化してきた。そのため、廃棄

物処理問題はセブ市において最も深刻な環境問題の一つとされている。 

セブ市内における一般廃棄物の発生量は 1982 年時点で 212 ㌧/日であったのに対して、

2010 年時点で 420 ㌧/日と 30 年間で約 2 倍の発生量となっている。そのため、セブ市内唯

一の廃棄物最終処分場であったイナヤワン処分場（JICA の支援で建設された市内唯一の処

分場）は、当初の埋め立て予定量の 2 倍以上の 200 万㎥が埋立てられ、2011 年 12 月に一部

トランスファー機能を除き閉鎖された。 

セブ市では新たな処分場の建設を試みているが、住民との意見対立があり最終的な方向

性は決まっていない。現在は隣町にある民間処分場に埋め立てを行っている。 

閉鎖した埋立て処分場は、現在は中間処理場として、スカベンジャーと呼ばれる人々が

ごみの山から有価物を掘り出し、その対価で生活を営んでいる。 

 

（２） セブ市の対策状況 

 

 セブ市では廃棄物の発生量を抑え、リサイクルを推進する為に固形廃棄物管理法

（Ecological Solid Waste Management Act of 2000）を 2000 年に制定、2003 年には、固形廃棄

物管理委員会（SWMB：Solid Waste Management Board）を設置し、3R の理念に沿って廃棄

物管理の取り組みを実施しており、2015 年までに廃棄物の埋め立て処分量を 50％削減する

ことを目標に掲げている。しかしながら、戦略的アプローチ、処理技術や管理手法への体

系的な理解が不足しており、進捗状況は芳しくない。 

 

（３） 課 題 

 

・中間処理施設 

リサイクル工程の確立ができていないため、資源化できる廃棄物が有効に活用されずに、

最終処分場へ送られているのが現状である。行政が回収した廃棄物の二次分別と資源化を

行なうことにより、ゴミの減量化のみならず化石燃料使用削減に貢献する為の工程確立（中

間処理施設の建設）が課題である。 

・廃棄物減量化のノウハウと施策 

また廃棄物量を削減する為のノウハウが不足している。そのため様々な施策を実施してき

た本プロジェクトのアドバイザーである横浜市の G30 の成功例を提示する。 
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２. 調査の目的 

 

セブ市の緊急課題である廃棄物処理問題の解決に向けて、ゴミの排出量の削減実績のあ

る横浜市が実施した G30 をベースとする仕組みの構築を目指し、さらに世界的にも進んで

いる我が国のリサイクル技術を用いて、単に埋め立てていたゴミが燃料や素材といった価

値のある物に生まれ変わる工程を構築する。 

将来的には、ODA 案件を見据えた事業拡大を実施し、参入者を促してビジネスとして自

立できるようにセブ市のみならずフィリピン国全土に水平展開する事を最終的な目標とす

べく、弊社の持ち合わせる処理技術、管理手法、ネットワークを駆使し、セブ市における

ごみ問題を解決するための調査・提案を行う。 

 

３. 調査の基本方針 

 

（１）セブ市における法制度、市場規模、収益性及び事業リスク等を判断するうえで、現

地での情報を優先的に収集することとし、現地コンサルタントとともに現地での聞き取

りを調査、及び、現地での実態調査を主に行ってくこととする。その中で、廃棄物の分

別指導、削減指導の現状把握を行う。 

 

（２）フィリピン国の開発課題に貢献し、かつ費用的にも事業性が期待される技術・シス

テムであっても、人材、資金、物質、情報等の不足や法的な問題、近隣住民との関係、

環境保全団体等との関係により導入が阻害されることも考えられる。この点を鑑み ODA

案件の提案について以下のような意見交換や調査を行う。 

● 環境管理分野の現況の把握 

● インフラの整備状況並びに許容量の現状と課題の把握 

● 現地の協力体制や実施予定者の把握 

● 現地及び当地におけるデモンストレーションの実施 

 

（３）セブ市における廃棄物の分別度合い及びその再処理プロセスを検証し、資源化できる

品質の廃棄物であるか否かの調査を実施する。さらに資源化できる物は、どのような処

理工程を経てマテリアルリサイクルするのかサーマルリサイクルするのか等の提示を行

う。また電力不足問題解決の一助になる可能性を秘めた廃棄物発電の事業化を模索する。 

 

（４）上記のように、調査対象国の廃棄物処理による資源化に係る支援ニーズ及び我が国の

中小企業が有する技術を導入する可能性を調査することにより、中小企業等の海外展開

と途上国の課題解決の両立を図る。 
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４. 調査実施上の留意事項 

 

調査実施の際、以下の点を留意することとする。 

 

（１） スカベンジャーの雇用創出の可能性 

 

中間処理施設建設により、ライン選別のスタッフを主としてスカベンジャーの雇用を

創出する事を調査重点項目として留意する。 

 

（２） 環境への貢献 

 

最終処分場への負荷の軽減、再資源化、廃棄物量の軽減を図る。 

 

（３） 近隣住民、現地 NGO 等が受け入れられるようなプロジェクトを構築 

 

最終処分場ではなく中間処理施設なので、衛生的でありかつ大気汚染や水質汚染を引

き起こす要因は大変少ないが、近隣住民や環境貢献がどのように行なわれるのかとい

う分かりやすい説明をする事に留意する。 

 

（４）法規制の精査 

 

中間処理施設で製造されるプラスチック燃料や原料チップなどは、施設内で焼却はさ

れない。しかしながら、販売先である製紙会社等のボイラーにおいて化石代替燃料と

して使用可能かどうかの法規制の精査を行なう。 

 

（５）ODA 事業化 

 

選別機器等の ODA による導入を図った場合に、オペレーションを今後行なっていく

事が可能かどうか、自立を促す事が可能かどうか、フィリピン国各地への水平展開が

可能かどうかといった ODA による事業化の今後の可能性について精査する。 
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５． 調査業務計画 

 

(１) 調査業務概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査の実施 

調査目的・方針の確認 

調査目的 

 セブ市における廃棄物の分別度

合い及びその再処理プロセスの

検証 

 資源化できるクオリティ調査 

 マテリアルリサイクル、サーマル

リサイクルの提案 

調査方針 

 現地での情報収集の優先（セブ市

における法制度、市場規模、収益

性、事業リスク判断のため） 

 現地コンサルタントと共に聞き

取り調査、実情調査 

 廃棄物の分別指導、削減指導の現

状把握 

調査内容（調査項目・調査方法、

調査対象者/情報入手先）の決定 

調査業務計画書の作成 

現地調査の準備 

調査団による調査用

質問票の作成 

調査団・現地コンサル

タントによる日程の

作成 

 調査団・現地コンサル

による具体的な調査対

象者の設定 

 訪問先とのアポイントメ

ント設定 

聞き取り調査 

現地関係者（中央政府省庁、

地方自治体、NPO、商工会議

所等）と面談 

文献調査 

セブ市の統計データ、インタ

ーネット、現地での収集資料

の調査 

現地視察 

現地コンサルタント及び調

査団による廃棄物処理施設、

システムの実情と運用効果

の調査 

調査結果のデータ整理、分析、とりまとめ及び聞き取り調査議事録の分析 

ドラフト報告書 本報告書提出 
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(２) 調査工程と作業内容 

 

[ 調査項目・スケジュール ] 

調査項目 調査方法 
12 月 1 月 2 月 3 月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

廃棄物に

関する法

体系 

フィリピン共和国の廃

棄物に関する法体系 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

セ
ブ
市
の
実
態 

廃棄物管理 

組織・体制 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

過去の種類毎の廃棄物

排出量推移 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

人口推移 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

人口増加予測 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

人口増加に伴う廃棄物

増加予測 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

今までの埋立地の面積

/可能容積 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

現時点でのオーバーフ

ロー廃棄物の処理実態 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

家庭・地区からのゴミ

の収集・搬送方法/手段 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

分別/3R に関する啓蒙

活動の実態 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        
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調査項目 調査方法 
12 月 1 月 2 月 3 月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

セ
ブ
市
の
実
態 

バランガイの数/規模 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

投棄場の問題点 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

不法投棄の実態 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

廃棄物の回収率 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

有価物収集と売却の実

態 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

廃棄物処理に関する課

題と課題解決のための

行政の取組みと方針 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●  ●      

投
棄
場
の
問
題
点 

最終処分場の実態 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

スカベンジャーの役割 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング  ●  ● ●        

現地調査  ●  ● ●        

市
民
に
よ
る
一
次
分
別 

分別の種類/量 

文献調査 ● ● ● ● ●        

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●        

分別された廃棄物の品

質レベル 

文献調査    ● ●        

ヒアリング    ●         

現地調査    ●         

回収の流れ/方法/手段 

文献調査    ● ●        

ヒアリング    ●         

現地調査    ●         
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調査項目 調査方法 
12 月 1 月 2 月 3 月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

バ
ラ
ン
ガ
イ
で
の
二
次
分
別
に
よ
る
資
源
化 

廃棄物に関するバラン

ガイの役割 

文献調査 ●   ● ●        

ヒアリング ●   ●         

現地調査  ●  ●         

生物分解可能廃棄物の

資源化 

回収/保管方法 

文献調査    ● ●        

ヒアリング    ●         

現地調査  ●  ●         

生物分解可能廃棄物の

資源化 

堆肥化への醗酵技術 

文献調査 ● ● ● ●         

ヒアリング ●   ●         

現地調査  ●  ●         

生物分解可能廃棄物の

資源化   

堆肥を必要とする市場規模 

文献調査 ● ● ● ●         

ヒアリング ●   ●         

現地調査  ●  ●         

生物分解可能廃棄物の

資源化 

堆肥の流通ルート 

文献調査 ● ● ●          

ヒアリング ●            

現地調査  ●  ●         

金属及び廃プラスチッ

ク類の資源化 

回収/保管方法 

文献調査    ● ●        

ヒアリング    ●         

現地調査  ●  ●         

金属及び廃プラスチッ

ク類の資源化 

種類ごとの選別方法 

文献調査    ● ●        

ヒアリング    ●         

現地調査  ●  ●         

金属及び廃プラスチッ

ク類の資源化 

市場（流通）規模 

文献調査    ● ●        

ヒアリング    ●         

現地調査  ●  ●         

金属及び廃プラスチッ

ク類の資源化 

流通ルート 

文献調査    ● ●        

ヒアリング    ●         

現地調査  ●  ●         

中
間
処
理
工
場
に
お
け
る 

三
次
分
別
に
よ
る
資
源
化 

工場建設・運営上の法

的規制 

文献調査     ● ●       

ヒアリング ●    ●        

現地調査  ●  ●         

管理・経営等の運営主

体（行政 or 企業） 

文献調査  ●   ● ●       

ヒアリング ● ●   ●        

現地調査  ●  ● ●  ●      
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調査項目 調査方法 
12 月 1 月 2 月 3 月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

中
間
処
理
工
場
に
お
け
る 

三
次
分
別
に
よ
る
資
源
化 

発生残渣 (産業廃棄

物)処理に係わる法的

規制 

文献調査     ● ●       

ヒアリング ●    ●        

現地調査  ●  ●         

設置場所 

文献調査     ● ●       

ヒアリング     ●        

現地調査  ●  ●         

規模 

文献調査     ● ●       

ヒアリング ●    ●  ●      

現地調査  ●  ●   ●      

そ
の
他
廃
棄 

物
の
資
源
化 

分別の種類/量 

文献調査 ● ● ●          

ヒアリング ●            

現地調査  ●           

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化 

（
粉
砕
品
） 

破砕品の用途と利用

先 

文献調査 ● ● ●          

ヒアリング ●            

現地調査    ●         

要求される用途別品

質レベル 

文献調査 ● ● ● ●         

ヒアリング ●   ●         

現地調査    ●         

市場（流通）規模－消

費可能量 

文献調査 ● ● ● ●   ●      

ヒアリング ●   ●   ●      

現地調査    ●         

流通ルート 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●  ●      

販売単価 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●        

破砕品利用に関する

法的規制 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●        
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調査項目 調査方法 
12 月 1 月 2 月 3 月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
化 

（
固
形
燃
料
化
・
油
化
） 

固形燃料/油の製

造・使用に関する 

法律上の規制 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●        

要求される廃棄物

の品質レベル 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●        

要求される製品の

品質レベル 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●  ●      

現地調査    ● ●  ●      

固形燃料化/油化技

術 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●        

固形燃料化：必要

とする工程/設備 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●  ●      

現地調査    ● ●  ●      

油化：必要とする

工程/設備 

文献調査    ● ● ●       

ヒアリング    ● ●        

現地調査    ● ●        

市場（流通）規模 文献調査 ● ● ●          

ヒアリング ●            

現地調査    ● ●        

流通ルート 文献調査 ● ● ●          

ヒアリング ●      ●      

現地調査    ● ●  ●      

O
D

A

に
よ
る
デ
モ
プ
ラ

ン
ト
設
置
・
運
営
計
画
に

向
け
た
調
査
分
析
・
検
討 

 

①調査内容のまとめ             

②調査内容分析             

③実施計画の分析             

④モデル計画作成             

⑤ドラフト報告書作成             

⑥ファイナル報告書作成             

報告書納品（ドラフト）       ●      

報告書納品（ファイナル）          ●   
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(３) 要員計画 

 

[ 調査要員 ] 

氏 名 担当業務 所属先 専門分野 

藤枝 慎治 統括責任者 
萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物処理施設

経営責任者 

中西 武志 業務主任者 
カーボンフリー 

コンサルティング(株) 

環境コンサルティング 

プロジェクトマネージャー 

松井 貢 事業化戦略 
萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物処理施設

経営コンサルティング 

桑野 俊 市場調査・分析 
萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物処理施設

経営コンサルティング 

小西 武史 市場調査・分析 
萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物処理施設

経営コンサルティング 

藤原 晶子 
市場調査・分析 

現地業務調整 

萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物関連CSR 

コンサルティング 

岩元 達也 市場調査・分析 
萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物一元管理

コンサルティング 

木島 生子 市場調査・分析 
萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物実務コン

サルティング 

池田 桂太朗 市場調査・分析 
萬世リサイクル 

システムズ(株) 

廃棄物処理及び廃棄物一元管理

コンサルティング 

池田 陸郎 調査分析アドバイス 
カーボンフリー 

コンサルティング(株) 
環境コンサルティング 

本澤 友之 調査分析アドバイス 
カーボンフリー 

コンサルティング(株) 
環境コンサルティング 

石川 幸佑 調査分析アドバイス 
カーボンフリー 

コンサルティング(株) 
環境コンサルティング 

松村 亜紀 調査分析アドバイス 
カーボンフリー 

コンサルティング(株) 
環境コンサルティング 

山口 泰広 調査分析アドバイス 
カーボンフリー 

コンサルティング(株) 
環境コンサルティング 

村石 由里弥 調査分析アドバイス 
カーボンフリー 

コンサルティング(株) 
環境コンサルティング 
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(４) 業務実施体制

役職 氏名 役職 氏名

代表取締役 藤枝　慎治 代表取締役 中西　武志

統括責任者 業務主任者

萬世リサイクルシステムズ(株) カーボンフリーコンサルティング(株)

各担当統括窓口

及び
市場調査・分析

萬世リサイクル

システムズ(株)
藤原晶子

事業化戦略

萬世リサイクル

システムズ(株)

松井貢

調査分析・アドバイス

カーボンフリー
コンサルティング(株)

池田陸郎

本澤友行
石川幸佑

山口泰広
松村亜紀

村石由里弥

市場調査・分析

萬世リサイクル

システムズ(株)

桑野 俊
小西 武史

岩元達也
木島生子

池田桂太朗
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６. 調査日程・活動内容概要 

 

日本側調査団員は以下の日程で調査を実施した。 

 

[ 日本側調査団員の調査日程と活動内容 ] 

 

第

１

次

調

査 

月/日 
曜

日 
活 動 内 容 場 所 

12/4 火 

現地コンサルタント CAPS と打合せ  

面

談

者 

Ms. Roceli T. Reyes (Ochit) -SWAPP from Manila 

Mr. Emmanuel Crucio（Noel)- SWAPP in Cebu, Prof. of University 

of Cebu-Martime Education & Training Center 

12/5 水 

セブ市市役所 Public Service Dept 及びその他関係者

訪問 

セブ市役所 

面

談

者 

Mr. Dionisios Gualiza, Head 

Mr. Randy Navarro, No.2 and Head of Sanitary Landfill 

Ms. Grace Luardo (coordinator) & DPS team 

バランガイ SudlonⅠ訪問 

バランガイ SudlonⅡ訪問 

高倉式コンポスト、現場視察 

イナヤワン最終処分場視察 

バ ラ ン ガ イ

SudlonⅠ 

バ ラ ン ガ イ

SudlonⅡ 

イナヤワン 

イナヤワン 

面

談

者 

Mr. Dionisios Gualiza, Head 

Mr. Randy Navarro, No.2 and Head of Sanitary Landfill 

Ms. Grace Luardo (coordinator) & DPS team 

12/6 木 

セブ市要職幹部へのプレゼンテーション実施 

セブ市長表敬訪問 

セブ市役所 

面

談

者 

Mr. Dionisios Gualiza, Head 

Mr. Randy Navarro, No.2 and Head of Sanitary Landfill 

Ms. Ana Marie Cabigas, Head External Affairs & Relations, CCCI 

Atty. Janeses B Pnce (Jade), Legal 

Mr. Michael Rama, Mayor 

セブ市商工会議所と打合せ セブ市商工会

議所 

面

談

者 

Mr. Prudencio Gesta, President 

Mr. Buddy Villasis, Exective Director 

Ramon Aboitiz Foundation Inc. 打合せ  RAFI office 
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面

談

者 

Ms. Dominic Chua, COO 

第

２

次

調

査 

月/日 
曜

日 
活 動 内 容 場 所 

12/17 月 

萬生リサイクルシステムの業務内容及びセブ市での

調査業務について説明 

Pollution 

Abatement 

Systems 

Specialists 

Inc. 

面

談

者 

 Mr. Julito Pogoy, President of Pollution Abatement Systems 

Specialists Inc. 

 Ms. Jasmine See, Marketing Executive-Visayas 

12/18 火 

Carbon Market 視察 

Cebu Unity for Sustainable Water Foundation,Inc.

打合せ 

 

面

談

者 

Ms. Kinue Sakurai, Program Team Cordinator Solid Waste 

Reduction Project 

12/19 水 

ANTHILL 支援による Isabel Flag Doll 製作 Community

訪問 

ANTHILL Fabric 

Gallery 

University San Jose Reolectos, College of 

Engineering 調査事項確認・打合せ 

 

面

談

者 

Dr. Virgilio Abellana, Dean 

Jeremiah Badana, Chair Dept of Mechanical Engineering 

Mr. Taka, Consultant to Mr.Julito Pogoy 

12/20 木 

エコタウン「アロギンサン」にてオーガニックファーム等視察 

面

談

者 

Captain of Aloguinsan 

12/21 金 

生分解廃棄物のコンポスト化に関する情報収集 Ms.Emma’s 

office 

面

談

者 

Ms.Emma A.Ramas 
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Cebu Solid Waste Management Inc.面談・打合せ  

面

談

者 

Mr.Edwin Ortiz, CEO of Cebu Solid Waste Management Inc 

 

第 

３

次

調

査 

月/日 
曜

日 
活 動 内 容 場 所 

1/7 月 

DPS と打合せ DPS office 

面

談

者 

Engr. Dionisio S. Gualiza, Department Head 

Head-PROTOCOL から最近の廃棄物動向情報収集 PROTOCOL 

office 

面

談

者 

Mr. Ryan, Head-Protocol 

RAMA セブ市長表敬訪問 Mayor's Office 

面

談

者 

Mayor, Hon. Michael L. Rama 

イナヤワン衛生埋立地現地調査 埋立地事務所 

面

談

者 

Mr. Randy A. Navarro, Officer    

Pollution Abatement Systems Specialists Inc.との

面談 

PASS office 

面

談

者 

Mr. Julito Pogoy, President, Ms. Jasmine See, Marketing 

Executive-Visayas  of Pollution Abatement Systems 

Specialists Inc. 

1/8 火 

Consolation にて Asian Energy Systems Corpn と面

談及び現地サイト視察 

Polog 

Consolacion, 

Dumping Site 

面

談

者 

Mr.Benjie Tadique Project Director, Ms. Susana Tonido, VP 

Administration 

Cebu City Councilor & Chairman of SWMB 面談 SWMB office 

面

談

者 

Hon. Eduardo R. Rama Jr. Cebu, City Councilor 
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 月/日 
曜

日 
活 動 内 容 場 所 

第 

３

次

調

査 

1/9 水 

E-waste plant, Cebu Common Treatment Facility, 

Inc.視察 

E-waste plant  

 

面

談

者 

Ronnel Botardo General Manager & Dodo-san, Plant Manager 

Cebu Solid Waste Management Inc. MRF plant 視察 MRF plant of 

CSWMI 

面

談

者 

Joel o/b/o/ Mr.Edwin Ortiz, CEO 

Bio Nutrient Waste Management, Inc. MRF コンポ

スト視察 

MRF plant of 

BNWMI 

 

面

談

者 

Chris o/b/o Ma. Emma A. Ramas, Business Development Manager 

Cebu Solid Waste Reduction Project 打合せ  

面

談

者 

Mr.Edwin Ortiz, CEO 

1/10 木 

TAIHEIYO CEMENT PHILIPPINES,INC.訪問 TCPI office 

面

談

者 

浅見賢志氏 President & CEO 

中村 工場長 

大野 前工場長 

RAFI's Solid Waste Management Site at Mandaue 

City 訪問 

MRF plant of SWM 

面

談

者 

Mr.Rafi-Manager of Solid Waste Management Site at Mandaue City 

Solid Waste Management Association of the 

Philippines 打合せ 

 

面

談

者 

Ms. Roceli T. Reyes (Ochit) - Solid Waste Management 

Association of the Philippines (SWAPP)  from Manila  

Mr. Emmanuel Crucio（Noel）, SWAPP in Cebu, Prof. of University 

of Cebu-Martime Education & Training Center 

 1/11 金 CEMEX(APO) at Naga City 訪問 CEMEX office 
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面

談

者 

Ms. Jenevy Patalingjug, EHS Officer/PCO 

Mr. Rolando Vera Cruz, Alternative Fuel & Sustainability 

Director(from Manila) 

Mr. Normandy A Chan, Plant Director 

 

第

４

次

調

査 

月/日 
曜

日 
活 動 内 容 場 所 

1/18 金 

KITA と打合せ Marco Polo 

Hotel 

面

談

者 

北九州市環境局環境国際担当部長 内藤 英夫氏 

北九州国際技術協力協会（KITA） 課長 永石昌也氏 

IGES 北九州アーバンセンター プレマクマラ氏 

1/22 火 

Cabrera 市議と面談 市議執務室 

面

談

者 

Ms. Nida C. Cabrera, City Councilor-North District 

横浜市政策局政策担当部長 征矢氏、横浜市政策局共創推進室 

奥野氏、中村氏 

1/23 

＆ 

1/24 

水 

木 

Workshop 傍聴 RAFI Study 

Center 

面

談

者 

Formulation of a Sustainable Urban Vision for Metro Cebu 

1/24 木 

アムコン普及化事業サイト訪問 Sewage 

Treatment Plant 

面

談

者 

アムコン株式会社海外営業Ｇマネージャー 菊池誠二氏 

アムコン株式会社海外営業Ｇ Sean Wright 氏 

1/25 金 

Carbon Market, Inayawan 最終埋立地, MRF 調査 左記 

面

談

者 

Ms.Conting Pana, Cebu Barangay Env.Officer 

Mr. Randy A. Navarro, Officer    

JICA 調達部契約企画課水谷かおり氏、リサイクルワン 東氏、横

浜市政策局征矢氏、奥野氏、中村氏帯同 
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 月/日 
曜

日 
活 動 内 容 場 所 

第

5

次

調

査 

2/4 月 

 市役所、各サイ

ト 

面

談

者 

Ms. Nida Cabrera, Cebu, City Councilor  Chairperson on 

committee on Environment 

2/5 火 

面

談

者 

Cebu City, Department of Public Service, Engr. Dionisio S. 

Gualiza, Department Head 

Hon. Eduardo R. Rama Jr. Cebu, City Councilor セブ市固形廃

棄物委員会委員長 

Cebu Solid Waste Management Inc MRF plant 視察 

Mr.Edwin Ortiz, CEO 

Ramon Aboitiz Foundation Inc Ms. Dominic Chua, COO 

2/6 水 

面

談

者 

Mr. Randy A. Navarro, Officer, イナヤワン最終処分場責任者    

Ms. Emma A. Ramas, Business Development Manager 

Bio Nutrient Waste Management, Inc. MRF コンポスト視察 

2/7 木 

面

談

者 

Mr. Emmanuel Crucio（Noel), SWAPP in Cebu 

Prof. of University of Cebu-Martime Education & Training 

Center 

SWAPP=Solid Waste Management Association of the Philippines 

 


